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狭狭山山のの企企業業�エネルギッシュ

創
業
は
昭
和
６
年
。都
内
で
普
通
小
型

自
動
車
整
備
工
場
を
営
ん
だ
の
が
始
ま
り

で
す
。戦
時
中
に
現
在
の
場
所
に
移
り
、昭

和
３９
年
、大
型
特
殊
自
動
車
も
対
象
と
す

る
整
備
事
業
者
と
し
て
の
認
証
を
受
け
、

陸
送
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
を
扱
い
、大

型
車
の
整
備
技
術
を
培
い
続
け
、今
で
は

整
備
全
体
の
７
割
を
大
型
車
が
占
め
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。県
内
に
は
３
千
９

０
０
ほ
ど
の
整
備
工
場
が
あ
り
ま
す
が
、

板
金
塗
装
か
ら
架
装
ま
で
一
貫
し
て
行
う

規
模
は
五
指
に
入
る
も
の
で
、指
定
を
受

け
る
の
が
難
し
い
防
衛
庁
指
定
工
場
と
し

て
、特
殊
車
両
の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

国
道
１６
号
に
面
し
て
い
る
と
い
う
立
地
条

件
か
ら
、自
動
車
の
展
示
販
売
も
勧
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、社
の
方
針
と

し
て
、堅
実
に
技
術
を
売
る
整
備
一
本
で
、

従
業
員
４５
名
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。大

型
車
が
関
係
す
る
事
故
は
、大
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、特
に
整

備
に
あ
た
る
従
業
員
の
教
育
に
は
力
を
入

れ
て
お
り
、大
型
車
の
事
故
事
例
の
研
究

な
ど
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
万

一
の
場
合
、２４
時
間
対
応
で
き
る
体
制
で

顧
客
に
安
全
と
安
心
を
提
供
し
ま
す
。

西
方
自
治
会
は
、奥
富
地
区
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、市
内
屈
指
の
水
田
地

帯
で
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
世
帯
数
約

２
０
０
の
自
治
会
で
す
。年
間
の
取
り

組
み
は
、年
２
回
の
樹
木
に
囲
ま
れ
た

集
会
所
周
辺
の
草
刈
り
で
す
が
、毎
年

多
数
の
参
加
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
和
や
か
に
活
動
し

て
い
ま
す
。ま
た
、８
月
中
旬
に
開
催
さ

れ
る
夏
祭
り
は
寿
会
の
会
員
を
招
待
し

て
、子
ど
も
会
、模
擬
店
実
行
委
員
会
、

西
方
囃
子
保
存
会
な
ど
の
協
力
で
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。地
区
に

は
白
壁
が
美
し
い
龍
宮
造
り
の「
広
福

せ

ご
し
ど
う
ど
う
ひ
ょ
う

寺
山
門
」や「
生
越
道
々
標
」な
ど
の
文

化
財
も
あ
り
ま
す
。秋
に
は「
奥
富
か
か

し
祭
り
」も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
、地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
と

交
流
を
大
切
に
し
た
自
治
会
運
営
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

記
事
提
供
西
方
自
治
会

長
年
培
っ
た
技
術
を
も
っ
て
安
全
と
安
心
を
売
り
、

整
備
不
良
が
原
因
と
な
る
事
故
は
起
こ
さ
せ
ま
せ
ん

広い敷地では大型車が効率よく
整備されていきます。
内山自動車工業株式会社
入間川２‐２８‐２０ �９５２‐３３６７

●
料
理
講
習
会

日
時
７
月
１６
日
�
、１０
時
〜
１３
時

内

容
い
ろ
い
ろ
な
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
す

費
用
１
千
５
０
０
円

持
参
品
エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、布
巾
、筆
記
用
具

場
所

入
間
公
民
館

�
狭
山
栄
養
士
グ
ル
ー

プ
・
山
本
俊
子
さ
ん
へ
�
９
５
４
‐
５

２
０
８

●
第
１５
回
市
長
杯
争
奪
市
民
弓
道

大
会

日
時
７
月
２１
日
�
、１０
時
〜
１７
時

対

象
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
か
た

費

用
２
０
０
円（
高
校
生
は
１
０
０
円
）

場
所
市
民
総
合
体
育
館

�
狭
山
市
弓

道
連
盟
・
佐
々
木
弘
さ
ん
へ
�
９
５
９

‐
４
５
４
８

ひ
が
し
の

●
東
野
高
等
学
校
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

日
時
７
月
２２
日
�
〜
２６
日
�

※
４
泊

５
日

内
容
新
潟
で
の
キ
ャ
ン
プ
、登

山
、海
水
浴
、カ
ヌ
ー
体
験
な
ど

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員
３０

名

費
用
２
万
円

�
７
月
１８
日
�
ま

で
に
同
校
・
大
野
豊
彦
さ
ん
へ
�
９
３

４
‐
５
２
９
２

●
硬
式
テ
ニ
ス
・
市
民
ダ
ブ
ル
ス
大
会

開
催
日
・
内
容
▼
８
月
１７
・
１８
・
２４
・
２５
日

の
土
・
日
曜
日
…
一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン

男
子
の
部
▼
８
月
２１
・
２８
日
の
水
曜
日

…
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

※
ベ
テ
ラ
ン

男
子
は
昭
和
３１
年
１２
月
３１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
か
た

費
用
１
組
３
千
円

※

協
会
未
登
録
者
は
別
途
５
０
０
円
が
必

要

場
所
市
営
鵜
ノ
木
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ほ
か

�
７
月
２２
日
�
・
必
着
で
、参
加

種
目
を
明
記
し
、現
金
書
留
で
狭
山
郵

ま
さ

し

便
局
留
置
、テ
ニ
ス
協
会
・
伊
東
正
志
さ

ん
へ
�
９
５
８
‐
５
５
９
８

●
第
３３
回
子
供
に
ま
な
ぶ
家
庭
教

育
講
座

日
時
７
月
２６
日
�
、１０
時
〜
１２
時

内

容
子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
コ
ツ

定
員
２０
名

場
所
中
央
公
民
館

�
鳩

か
ん

の

の
会
・
菅
野
江
利
子
さ
ん（
費
用
は
無

料
）へ
�
９
５
３
‐
０
１
９
９

●
三
味
線
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
７
月
２７
日
�
、１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

内
容
や
さ
し
い
曲
を
マ
ス
タ
ー

し
ま
す
。子
ど
も
さ
ん
大
歓
迎

定
員

２０
名

場
所
中
央
公
民
館

�
一
の
糸

い
け
が
み

同
好
会
・
池
上
早
苗
さ
ん（
費
用
は
無

料
）へ
�
９
５
８
‐
１
５
６
０

●
安
全
運
転
講
習
会

日
時
７
月
２８
日
�
、１４
時
〜
１６
時

内

容
警
察
署
に
よ
る
改
正
道
交
法
の
解
説

と
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
安
全
運
転
講
習

定
員
３

６
０
名

場
所
市
民
会
館

�
狭
山
地

方
交
通
安
全
協
会
入
間
支
部
・
田
島
義

夫
さ
ん
へ
�
９
５
２
‐
２
３
１
８

10
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Hello!

１８
年
前
に
発
足
し

た
、狭
山
謡
会
で
す
。

ほ
う
し
ょ
う
り
ゅ
う

う
た
い

宝
生
流
の
先
生
に
謡

し

ま
い

と
仕
舞
を
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
の
１０
時
〜
１２
時
、

能
舞
台
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
の
和
室
が
あ
る

狭
山
台
公
民
館
で
、和
気
あ
い
あ
い
と
お

け
い

こ

稽
古
し
て
い
ま
す
。謡
の
サ
ー
ク
ル
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、よ
い

環
境
と
素
晴
し
い
先
生
に
恵
ま
れ
て
稽
古

が
で
き
る
の
で
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま

す
。能
楽
は
、昨
年
ユ
ネ
ス
コ
よ
り
世
界
の

無
形
文
化
遺
産
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

和
漢
文
学
の
宝
庫
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

自
分
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

謡
を
学
ぶ
こ
と

で
古
典
文
学
に

ふ
れ
、い
つ
の

世
も
人
の
心
は

変
わ
ら
な
い
こ

と
や
、日
本
語

の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
い

な
か

ま
す
。お
腹
か

ら
声
を
出
す
こ

と
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
も
で
き

ま
す
し
、素
晴
ら
し
い
日
本
の
文
化
を
体

感
し
、学
べ
る
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
稽
古

し
て
い
ま
す
の
で
、若
い
か
た
も
シ
ニ
ア

の
か
た
も
謡
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

せ
い
い
ち

●
問
い
合
わ
せ
篠
崎
清
一
さ
ん
へ
�
９
５

８
‐
３
７
６
９

仲間たち
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全
長
約
２９
㎝
。雄
は
頭
上
か
ら
頭
の
後
ろ
、

頸
に
か
け
て
鮮
赤
色
で
、雌
は
後
頭
の
み

赤
色
で
す
。顔
は
灰
色
で
赤
色
の
顎
線
が

あ
り
、背
・
腰
・
肩
は
灰
緑
色
で
す
。胸
は
緑

が
か
っ
た
灰
色
で
、腹
に
は
黒
い
三
日
月

形
の
横
班
が
あ
り
ま
す
。日
本
特
産
の
キ

ツ
ツ
キ
で
、本
州
・
四
国
・
九
州
に
分
布
し
、

山
地
か
ら
平
地
の
針
葉
・
広
葉
混
合
林
や

常
緑
広
葉
樹
林
に
生
息
し
ま
す
。キ
ョ
ッ
、

キ
ョ
ッ
、キ
ョ
ッ
と
鳴
き
な
が
ら
木
の
幹

や
枝
な
ど
を
移
動
し
て
、樹
皮
の
下
に
ひ

く
ち
ば
し

そ
む
昆
虫
を
嘴
で
つ
つ
き
出
し
て
食
べ
て

い
ま
す
。市
内
で
は
、狭
山
稲
荷
山
公
園
、

智
光
山
公
園
を
は
じ
め
、各
地
の
雑
木
林

や
住
宅
地
で
も
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を
も
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、同
一
団
体
・
個
人
で
の
イ
ベ
ン
ト
掲
載
は
１
年
に
４
回
ま
で
と
し

ま
す
。ま
た
、会
員
募
集
は
掲
載
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。イ
ベ
ン
ト
、会
員
募
集
と
も
に
、

ご
自
分
で
内
容
を
確
認
し
、判
断
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
狭
山
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
夏
休
み
・
親
子
料
理
教
室

日
時
・
内
容
▽
７
月
▼
２９
日
�
、１０
時
〜

１３
時
３０
分
…
中
華
風
ち
ま
き
、野
菜
サ

ラ
ダ
オ
ー
ロ
ラ
ソ
ー
ス
か
け
、杏
仁
豆

腐
な
ど
▼
３１
日
�
、１０
時
〜
１２
時
３０
分

…
具
い
ろ
い
ろ
お
や
き
、コ
コ
マ
シ
ュ

マ
ロ
、に
ん
じ
ん
＆
バ
ナ
ナ
シ
ェ
イ
ク

対
象
▼
２９
日
…
小
学
生
の
親
子（
５
年

生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
も
可
）▼
３１

日
…
小
学
生
の
親
子（
４
年
生
以
上
は

子
ど
も
だ
け
で
も
可
）
定
員
い
ず
れ

も
３０
名（
先
着
順
）
費
用
い
ず
れ
も
１

０
０
円（
保
険
料
）
持
参
品
い
ず
れ
も

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、室
内
履
き

場
所

▼
２９
日
…
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼

３１
日
…
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
７

月
２０
日
�
ま
で

�
２９
日
は
同
会
・
増

田
の
ぶ
子
さ
ん
へ
�
９
５
９
‐
２
５
５

や
ま
ひ
ろ

４
、３１
日
は
同
会
・
山
廣
京
子
さ
ん
へ
�

９
５
９
‐
５
０
３
３

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

日
時
７
月
２７
日
�
、１０
時
〜
１５
時

場

所
日
本
標
準
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー（
日

高
市
）
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
子
育
て
・
福
祉

支
援
・
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
狭
山

支
部
・
池
田
博
さ
ん
へ
�
９
５
０
‐
６

３
２
５

●
ぷ
り
む
ら（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

２０
〜
５０
代
の
幅
広
い
年
齢
層
の
チ
ー

ム
。春
と
秋
の
大
会
を
目
指
し
ま
す
▼

毎
週
水
曜
日
の
１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０

分
、南
小
学
校
で
活
動
▼
入
会
金
１
千

円
、会
費
月
額
１
千
円
�
小
澤
み
ゆ
き

さ
ん
へ
�
９
５
７
‐
７
７
７
５

●
狭
山
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

や
さ
し
い
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
せ
ん

か
▼
毎
週
木
曜
日
の
１９
時
〜
２１
時
３０

分
、中
央
公
民
館
で
活
動
▼
入
会
金
５

０
０
円
、会
費
月
額
３
０
０
円
�
奥
田

ゆ
き

こ

順
子
さ
ん（
夜
間
の
み
）へ
�
９
５
９
‐

６
１
７
３

根堀にカルガモの親子がいたの
で、そっと写真に撮りました。
投稿 田中麻衣子さん（根岸）

うたい

●狭山謡会
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